
[様式 20] 

 

                                提言に対する

改善報告書 

 

大学名称  公立大学法人神戸市外国語大学（評価申請年度 平成 26 年度） 

 

１．助言について 

№ 種  別 内  容 

1 基準項目 教育内容・方法 

 

指摘事項 外国語学部において１年間に履修登録できる単

位数の上限が 58 単位と高いので、単位制度の趣

旨に照らして、改善が望まれる。 

 

評価当時の状況 外国語学部において１年間に履修登録できる単

位数の上限は 58 単位であった。 

 

 

評価後の改善状況 「外国語学部履修登録単位の上限に関する規程」

の改正を行い、外国語学部において１年間に履修

登録できる単位数の上限を 50 単位とした。 

 

 

改善状況を示す具体的な根拠・データ等 

神戸市外国語大学『履修の手引き』「外国語学部履修登録単位の上限に関する

規程」 

 

 

＜大学基準協会使用欄＞ 

検討所見  

 

 

 

 

 

改善状況に対する評定   １   ２   ３   ４   ５ 
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提言に対する改善報告書 

 

大学名称  公立大学法人神戸市外国語大学（評価申請年度 平成 26 年度） 

 

１．助言について 

№ 種  別 内  容 

1 基準項目 教育内容・方法 

指摘事項 学部・研究科ともに、シラバスは、一定の書式で

作成されているが、授業内容などの記述量に精粗

があり、研究科においては、成績評価基準が明示

されていないものも見受けられるので、改善が望

まれる。 

 

 

評価当時の状況 授業内容について、各回に分けて詳しく記述され

ているものが多いが、中には、「初回の講義で説

明する」と記述されているものもあった。 

 

 

評価後の改善状況 学部においては、「シラバス原稿作成上の留意

点」に関する資料を各教員に配布して作成を依頼

した。授業内容について、15 回分記述されてい

ないものには、修正の上、再提出をお願いするな

ど記述量に精粗がないよう努めた。 

 一方、研究科においては、授業内容をその受講

者の研究内容に併せて変更する必要があり、授業

開始前に授業内容を固定した形で明示すること

が難しい場合もあるが、成績評価基準を含む記述

内容と記述量の改善に向けて、大学院のシラバス

作成の基準を早急に検討する。 

改善状況を示す具体的な根拠・データ等 

2014 年度シラバスのとおり（神戸市外国語大学ホームページ参照） 

「講義概要（シラバス）原稿作成上の留意点」 

 

 

＜大学基準協会使用欄＞ 

検討所見  

 

 

 

 

改善状況に対する評定   １   ２   ３   ４   ５ 
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提言に対する改善報告書 

 

大学名称  公立大学法人神戸市外国語大学（評価申請年度 平成 26 年度） 

 

１．助言について 

 

№ 種  別 内  容 

1 基準項目 学位授与・課程修了の認定 

指摘事項 外国語学研究科において、学位授与方針および学

位論文審査基準が学生に明示されていないので、

大学院履修要項などに明示することが望まれる。 

 

 

評価当時の状況 学位授与に関しては、「神戸市外国語大学学位規

程」「神戸市外国語大学博士の学位審査要領」に

学位授与の要件、論文提出資格などが規定されて

おり、これらは『学生便覧』『大学院講義概要』

に掲載されていた。しかし、学位授与方針および

学位論文審査基準については、学生に明示されて

いない状態であった。 

 

 

評価後の改善状況 平成 25 年度に学位授与方針および学位論文審査

基準を作成し、大学ホームページに掲載すること

で学生に明示した。 

 

 

改善状況を示す具体的な根拠・データ等 

 

 

 

＜大学基準協会使用欄＞ 

検討所見  

 

 

 

 

改善状況に対する評定   １   ２   ３   ４   ５ 
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提言に対する改善報告書 

 

大学名称  公立大学法人神戸市外国語大学（評価申請年度 平成 26 年度） 

 

１．助言について 

 

№ 種  別 内  容 

1 基準項目 学位授与・課程修了の認定 

指摘事項 外国語学研究科博士課程後期課程において、課程

の修了に必要な単位を取得して退学した後、再入

学などの手続きを経ず学位論文を提出して博士

の学位を取得した者について、「課程博士」とし

て取り扱っていることは適切でないので、課程制

大学院の趣旨に留意して円滑な学位授与を行う

よう改善が望まれる。 

評価当時の状況 内規により、博士課程において課程の修了に必要

な単位を取得して退学した後、再入学などの手続

きなしに 3 年以内に学位論文を提出したものに

対し、博士の学位を取得した者について「課程博

士」として取り扱っていた。 

 

評価後の改善状況 博士課程において必要単位を修得し博士論文を

執筆するために標準修業年限（3 年）を超えて引

き続き研究活動を行う場合、在学の延長を許可す

ることにより、博士課程在学中に博士論文を提出

するよう指導する。 

 

 

改善状況を示す具体的な根拠・データ等 

 

 

 

 

 

＜大学基準協会使用欄＞ 

検討所見  

 

 

 

 

 

改善状況に対する評定   １   ２   ３   ４   ５ 

 

 


